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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　夫々の一次巻線が直列に接続された駆動トランスとバランサトランスの組を複数組設け
、複数組の前記直列に接続された一次巻線の両端をスイッチング回路の出力端子間に並列
に接続すると共に、前記バランサトランスの全ての二次巻線を直列に接続し、前記スイッ
チング回路の前記出力端子間に接続して構成される複数の放電灯を駆動するインバータ回
路において、
　直列に接続された前記バランサトランスの二次巻線のいずれかの接続中点の電圧を検出
する電圧検出回路と、
　前記電圧検出回路の出力を基準電圧と比較する電圧比較回路と、を備え、
　前記接続中点の電圧が前記基準電圧を越えたとき、前記電圧比較回路の出力に異常動作
を表す信号を得る、ことを特徴とするインバータ回路。
【請求項２】
　前記電圧比較回路はコンパレータ回路を備え、
　前記バランサトランスの二次巻線のいずれかの接続中点の電圧を前記コンパレータ回路
の反転入力端子に接続し、
　前記基準電圧を前記コンパレータ回路の非反転入力端子に接続する、ことを特徴とする
請求項１に記載のインバータ回路。
【請求項３】
　スイッチング回路と、
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　二次巻線に接続された放電灯を駆動する駆動トランスの一次巻線と、バランサトランス
の一次巻線を直列に接続したｎ個（ｎは２以上の整数）の直列回路と、
　前記ｎ個の直列回路に使用されるｎ個の前記バランサトランスの二次巻線の全てを直列
に接続した二次巻線直列回路と、
　直列に接続された前記バランサトランスの二次巻線のいずれかの接続中点の電圧と基準
電圧とを比較する電圧比較回路と、
　前記電圧比較回路により前記接続中点の電圧が前記基準電圧よりも高くなったと検出さ
れると、前記スイッチング回路へのスイッチングパルスの供給を停止する制御回路と、を
備え、
　前記ｎ個の直列回路と、前記二次巻線直列回路とを、それぞれ前記スイッチング回路の
出力端子間に並列に接続した、ことを特徴とするインバータ回路。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、蛍光灯等の放電灯の点灯を制御するインバータ回路に関し、特に負荷開放
異常、負荷短絡異常等の異常動作時の制御を少ない回路素子数で実現できるインバータ回
路に関する。
【背景技術】
【０００２】
　よく知られているように、蛍光灯等の放電灯は、インバータで発生させた高周波駆動電
圧に駆動されて発光する。この種の放電灯は照明用として用いることは勿論、最近は、液
晶表示装置のバックライト用の光源として多く使用されている。インバータ回路と放電灯
は、インバータ回路に含まれるインバータの出力側に駆動トランスを設け、この駆動トラ
ンスの二次コイル側の出力端子を、コネクタを介して接続される構成となっている。
【０００３】
　しかしながら、この場合、放電灯とコネクタとの接続の具合が悪くて駆動トランスの二
次コイル側の出力端子と接続された接続端子に放電灯が接続されなかったりすることがあ
る。または、何らかの原因で、駆動トランスの二次コイル側の出力端子が短絡されたりす
るとトランスの高電圧による放電が発生し、発煙、発火等に至る。上記する原因以外でも
、放電灯自身が壊れたり、古くなったりすると、コネクタに接続されている駆動トランス
の二次コイル側の出力端子が負荷開放状態や負荷短絡状態となり上記の発煙、発火等の危
険性が高くなる。
【０００４】
　従って、インバータ回路にあっては、負荷開放状態や負荷短絡状態等の異常動作が発生
して発熱等が起きないようにする必要がある。そのために従来より、インバータの駆動ト
ランスの二次コイル側の出力端子の開放状態や短絡状態を検出してインバータの動作を停
止させる異常動作の検出回路が設けられている。
【０００５】
　たとえば、放電灯の低圧部に検出抵抗を接続し、この抵抗の両端に発生する電圧を検出
することで、放電灯に流れる電流が検出できる。したがって、この抵抗の両端に発生する
電圧をフィードバックすることで、放電灯に流れる電流を一定に制御している。さらに、
インバータ回路には、放電灯の異常時に動作する、過負荷保護回路、過電流保護回路等が
設けられる。
【０００６】
　たとえば、特許文献１には、電圧電流変換トランスの二次巻線に分圧コンデンサを設け
、この分圧コンデンサに放電灯の異常等を検出する異常電圧検出回路が接続されている。
この異常電圧検出回路により、放電灯が割れたり、壊れたり、またコネクタの非接触等に
よるオープン（開放）状態になった場合、出力電圧が上昇し、異常電圧検出回路で異常が
発見される。また、コネクタへの異物混入等によるショート（短絡）状態の場合には、出
力電圧が下がるので、同様に異常電圧検出回路で異常が発見される。
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【特許文献１】特開２００５－３１０５８７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、上記した従来のインバータ回路では、放電灯の数だけに異常電圧検出回
路を設ける必要があった。このことで、たとえば、大型液晶テレビに使用される放電灯を
駆動するインバータ回路の場合は、使用する放電灯の数が多く、したがって、異常電圧検
出回路のコストが増加する結果となっていた。また、放電灯がオープン（開放）状態にな
った場合の検出では、検出電圧の上昇を検出する。また、放電灯がショート（短絡）にな
った場合の検出では、検出電圧の下降を検出する。したがって、この場合、ウィンドウコ
ンパレータ方式と呼ばれる回路が使用される。このウィンドウコンパレータ回路は、検出
電圧が、上限値及び下限値の範囲内にあるか否かが検出される。そのため、上限値の検出
及び下限値の検出に２つのコンパレータを必要とする。よって、部品の使用数も必然的に
増え、コストがさらに高くなってしまう。
【０００８】
　したがって、本発明の目的は、少ない部品数で構成できる保護回路を備えた複数の放電
灯駆動用のインバータ回路を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の上記目的を達成するため、本発明の実施形態に係るインバータ回路は、
　夫々の一次巻線が直列に接続された駆動トランスとバランサトランスの組を複数組設け
、複数組の前記直列に接続された一次巻線の両端をスイッチング回路の出力端子間に並列
に接続すると共に、前記バランサトランスの全ての二次巻線を直列に接続し、前記スイッ
チング回路の前記出力端子間に接続して構成される複数の放電灯を駆動するインバータ回
路において、
　直列に接続された前記バランサトランスの二次巻線のいずれかの接続中点の電圧を検出
する電圧検出回路と、
　前記電圧検出回路の出力を基準電圧と比較する電圧比較回路と、を備え、
　前記接続中点の電圧が前記基準電圧を越えたとき、前記電圧比較回路の出力に異常動作
を表す信号を得る、ことを特徴とする。
【００１０】
　本発明の上記目的を達成するため、本発明の他の態様に係るインバータ回路は、
　スイッチング回路と、
　二次巻線に接続された放電灯を駆動する駆動トランスの一次巻線と、バランサトランス
の一次巻線を直列に接続したｎ個（ｎは２以上の整数）の直列回路と、
　前記ｎ個の直列回路に使用されるｎ個の前記バランサトランスの二次巻線の全てを直列
に接続した二次巻線直列回路と、
　直列に接続された前記バランサトランスの二次巻線のいずれかの接続中点の電圧と基準
電圧とを比較する電圧比較回路と、
　前記電圧比較回路により前記接続中点の電圧が前記基準電圧よりも高くなったと検出さ
れると、前記スイッチング回路へのスイッチングパルスの供給を停止する制御回路と、を
備え、
　前記ｎ個の直列回路と、前記二次巻線直列回路とを、それぞれ前記スイッチング回路の
出力端子間に並列に接続した、ことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、少ない部品数で構成できる保護回路を備えた複数の放電灯駆動用のイ
ンバータ回路を提供することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
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　＜実施形態１＞
　図１は、本発明の第１の実施形態に係る、偶数個の駆動トランスを使用したインバータ
回路の回路図である。図１のインバータ回路において、端子１及び端子２間には、直流電
源電圧Ｖｉｎが供給される。直流電源電圧Ｖｉｎは、制御回路３及びスイッチング回路４
に直流動作電源として供給される。
【００１３】
　制御回路３は、内部に発振回路を備え、スイッチング回路４にスイッチングパルスを供
給する。又スイッチング回路４は、制御回路３から供給されるスイッチングパルスに応答
して、直流電源電圧Ｖｉｎをスイッチングして高周波駆動信号を発生する。そのために、
スイッチング回路４は、複数のバイポーラトランジスタ又はＦＥＴトランジスタで構成さ
れるスイッチング素子を備える。
【００１４】
　又、図１のインバータ回路は、４つの駆動トランスＤＴ１乃至ＤＴ４、４つのバランサ
トランスＣＴ１乃至ＣＴ４及び１つの帰還トランスＦＢＴを備える。図１に示すように、
４つのバランサトランスＣＴ１乃至ＣＴ４の二次巻線ＣＴ１－２乃至ＣＴ４－２及び帰還
トランスＦＢＴの一次巻線ＦＢＴ－１が直列に接続される。そして、その両端はスイッチ
ング回路４の１対の出力端子間に接続され、スイッチング回路４よりの高周波駆動信号が
印加される。
【００１５】
　また、駆動トランスＤＴ１の一次巻線ＤＴ１－１とバランサトランスＣＴ１の一次巻線
ＣＴ１－１が直列に接続され、その両端が、スイッチング回路４の１対の出力端子間に接
続される。
【００１６】
　同じく、駆動トランスＤＴ２の一次巻線ＤＴ２－１とバランサトランスＣＴ２の一次巻
線ＣＴ２－１が直列に接続され、その両端が、スイッチング回路４の１対の出力端子間に
接続される。
【００１７】
　同じく、駆動トランスＤＴ３の一次巻線ＤＴ３－１とバランサトランスＣＴ３の一次巻
線ＣＴ３－１が直列に接続され、その両端が、スイッチング回路４の１対の出力端子間に
接続される。
【００１８】
　同じく、駆動トランスＤＴ４の一次巻線ＤＴ４－１とバランサトランスＣＴ４の一次巻
線ＣＴ４－１が直列に接続され、その両端が、スイッチング回路４の１対の出力端子間に
接続される。
【００１９】
　また、良く知られているように、駆動トランスＤＴ１乃至ＤＴ４の二次巻線ＤＴ１－２
乃至ＤＴ４－２には高周波駆動電圧が発生され、それぞれ接続された放電灯を駆動するこ
とになるが、これらの接続は一般的であり、図では省略されている。
【００２０】
　また、帰還トランスＦＢＴの二次巻線ＦＢＴ－２の一方の端子は、ダイオード５のアノ
ードが接続され、ダイオード５のカソードは、直列に接続された２つの抵抗６、７を介し
て接地される。２つの抵抗６、７の接続中点と接地間には整流用のコンデンサ８が接続さ
れる。また、二次巻線ＦＢＴ－２の一方の端子は接地される。
【００２１】
　以上の構成により、２つの抵抗６、７の接続中点には、４つのバランサトランスＣＴ１
乃至ＣＴ４の二次巻線ＣＴ１－２乃至ＣＴ４－２及び帰還トランスＦＢＴの一次巻線ＦＢ
Ｔ－１の直列接続回路に流れる高周波駆動信号に比例した電圧が得られる。この電圧は、
制御回路３のＩＦ／Ｂ端子に与えられる。
【００２２】
　したがって、制御回路３は、このＩＦ／Ｂ端子に与えられる電圧に従って、内部に備え
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る発振回路の発振周波数やパルス信号の周期を制御する。これにより、４つのバランサト
ランスＣＴ１乃至ＣＴ４の二次巻線ＣＴ１－２乃至ＣＴ４－２及び帰還トランスＦＢＴの
一次巻線ＦＢＴ－１との直列接続回路に流れる高周波駆動信号の電流値が一定となるよう
に制御する。これにより、駆動トランスＤＴ１乃至ＤＴ４の二次巻線ＤＴ１－２乃至ＤＴ
４－２に接続される放電灯は一定の輝度で点灯動作することになる。
【００２３】
　尚、この帰還トランスＦＢＴを使用する帰還回路は、駆動トランスＤＴ１乃至ＤＴ４の
二次巻線ＤＴ１－２乃至ＤＴ４－２に接続される複数の放電灯の、いずれか１本の放電灯
に流れる電流を検出してもよい。その場合には、帰還トランスＦＢＴは不要となる。
【００２４】
　一方、バランサトランスＣＴ２の二次巻線ＣＴ２－２とバランサトランスＣＴ３の二次
巻線ＣＴ３－２の接続中点が、コンデンサ９及び抵抗１０の直列回路を介して接地される
。また、コンデンサ９及び抵抗１０の接続中点は、ダイオード１１のアノードに接続され
る。ダイオード１１のカソードは、抵抗１２及びコンデンサ１３を介して接地され、また
、抵抗１２及びコンデンサ１３の接続中点は、コンパレータ回路１４の－入力端子に供給
される。コンパレータ回路１４の＋入力端子には、基準電圧（Ｖｒｅｆ）１５が印加され
ている。
【００２５】
　コンパレータ回路１４の出力は、先の２つの抵抗６、７の接続中点からえられた電圧に
合成され、制御回路３のＩＦ／Ｂ端子に与えられる。図１に示すインバータ回路にあって
は、正常に動作するときには、バランサトランスＣＴ２の二次巻線ＣＴ２－２とバランサ
トランスＣＴ３の二次巻線ＣＴ３－２の接続中点は略０電位となっている。
【００２６】
　しかしながら、いずれかの放電灯が破損、寿命、接続不良などになると、バランサトラ
ンスＣＴ２の二次巻線ＣＴ２－２とバランサトランスＣＴ３の二次巻線ＣＴ３－２の接続
中点は０電位から大きく外れる。この変化がコンパレータ回路１４で検出されて、制御回
路３のＩＦ／Ｂ端子に与えられることになる。
【００２７】
　コンパレータ回路１４はオープンコレクタ型の回路を使用することで、インバータ回路
が正常に動作するときには、ハイインピーダンスを示す。尚、上記の説明では、正常に動
作するときには、バランサトランスＣＴ２の二次巻線ＣＴ２－２とバランサトランスＣＴ
３の二次巻線ＣＴ３－２の接続中点は略０電位とした。しかしながら、通常は、回路部品
等のバラツキがあるため、基準電圧（Ｖｒｅｆ）１５を使用して、ある程度の公差を設け
ている。
【００２８】
　したがって、いずれかの放電灯が破損、寿命、接続不良などにより、コンパレータ回路
１４の－入力端子に供給される電圧が高くなり、基準電圧（Ｖｒｅｆ）を越えると、コン
パレータ回路１４の出力が接地電位となり、異常動作が検出されることになる。制御回路
３のＩＦ／Ｂ端子が接地電位になると、制御回路３は動作を停止するように構成されてい
る。
【００２９】
　本発明の実施形態１に係るインバータ回路によれば、複数の駆動トランスを使用し、複
数の放電灯の点灯制御をしているにもかかわらす、１つのコンパレータ回路で、異常動作
の検出を行うことができる。尚、駆動トランスの個数は、２個以上であれば本実施形態１
を適用可能である。
【００３０】
　＜実施形態２＞
　図２は、本発明の第２の実施形態に係る、奇数個の駆動トランスを使用したインバータ
回路の回路図である。尚、図２において、同じ回路要素には同じ参照符号を使用している
。図２のインバータ回路において、図１のインバータ回路と同様に、端子１及び端子２間
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には、直流電源電圧Ｖｉｎが供給される。直流電源電圧Ｖｉｎは、制御回路３及びスイッ
チング回路４に直流動作電源として供給される。
【００３１】
　制御回路３は、図１に示した制御回路３と同じ構成及び動作であるので、説明は省略す
る。
【００３２】
　本実施形態２に係るインバータ回路は、５つの駆動トランスＤＴ１乃至ＤＴ５、５つの
バランサトランスＣＴ１乃至ＣＴ５及び１つの帰還トランスＦＢＴを備える。図２に示す
ように、５つのバランサトランスＣＴ１乃至ＣＴ５の二次巻線ＣＴ１－２乃至ＣＴ５－２
及び帰還トランスＦＢＴの一次巻線ＦＢＴ－１が直列に接続される。そして、その両端は
スイッチング回路４の１対の出力端子間に接続され、スイッチング回路４よりの高周波駆
動信号が印加される。
【００３３】
　また、駆動トランスＤＴ１の一次巻線ＤＴ１－１とバランサトランスＣＴ１の一次巻線
ＣＴ１－１が直列に接続され、その両端が、スイッチング回路４の１対の出力端子間に接
続される。
【００３４】
　同じく、駆動トランスＤＴ２の一次巻線ＤＴ２－１とバランサトランスＣＴ２の一次巻
線ＣＴ２－１が直列に接続され、その両端が、スイッチング回路４の１対の出力端子間に
接続される。
【００３５】
　同じく、駆動トランスＤＴ３の一次巻線ＤＴ３－１とバランサトランスＣＴ３の一次巻
線ＣＴ３－１が直列に接続され、その両端が、スイッチング回路４の１対の出力端子間に
接続される。
【００３６】
　同じく、駆動トランスＤＴ４の一次巻線ＤＴ４－１とバランサトランスＣＴ４の一次巻
線ＣＴ４－１が直列に接続され、その両端が、スイッチング回路４の１対の出力端子間に
接続される。
【００３７】
　同じく、駆動トランスＤＴ５の一次巻線ＤＴ５－１とバランサトランスＣＴ５の一次巻
線ＣＴ５－１が直列に接続され、その両端が、スイッチング回路４の１対の出力端子間に
接続される。
【００３８】
　また、駆動トランスＤＴ１乃至ＤＴ５の二次巻線ＤＴ１－２乃至ＤＴ５－２には高周波
駆動電圧が発生され、それぞれ接続された放電灯を駆動することになるが、これらの接続
は一般的であり、図では省略されている。
【００３９】
　帰還トランスＦＢＴの二次巻線ＦＢＴ－２の一方の端子には、ダイオード５のアノード
が接続され、ダイオード５のカソードは、直列に接続された２つの抵抗６、７を介して接
地される。２つの抵抗６、７の接続中点と接地間には整流用のコンデンサ８が接続される
。また、二次巻線ＦＢＴ－２の他方の端子は接地される。以上の構成により、２つの抵抗
６、７の接続中点には、５つのバランサトランスＣＴ１乃至ＣＴ５の二次巻線ＣＴ１－２
乃至ＣＴ５－２及び帰還トランスＦＢＴの一次巻線ＦＢＴ－１との直列接続回路に流れる
高周波駆動信号に比例した電圧が得られる。この電圧は、制御回路３のＩＦ／Ｂ端子に与
えられる。
【００４０】
　したがって、制御回路３は、このＩＦ／Ｂ端子に与えられる電圧に従って、内部に備え
る発振回路の発振周波数やパルス信号の周期を制御する。これにより、５つのバランサト
ランスＣＴ１乃至ＣＴ５の二次巻線ＣＴ１－２乃至ＣＴ５－２及び帰還トランスＦＢＴの
一次巻線ＦＢＴ－１との直列接続回路に流れる高周波駆動信号の電流値が一定となるよう
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に制御される。これにより、駆動トランスＤＴ１乃至ＤＴ５の二次巻線ＤＴ１－２乃至Ｄ
Ｔ５－２に接続される放電灯は一定の輝度で点灯動作することになる。
【００４１】
　尚、本実施形態２においても、この帰還トランスＦＢＴを使用する帰還回路は、駆動ト
ランスＤＴ１乃至ＤＴ５の二次巻線ＤＴ１－２乃至ＤＴ５－２に接続されるいずれか１本
の放電灯に流れる電流を検出してもよい。その場合には、帰還トランスＦＢＴは不要とな
る。
【００４２】
　本実施形態２においては、バランサトランスＣＴ２の二次巻線ＣＴ２－２とバランサト
ランスＣＴ３の二次巻線ＣＴ３－２の接続中点が、コンデンサ２０及び抵抗２２の直列回
路を介して接地される。また、コンデンサ２０及び抵抗２２の接続中点は、ダイオード２
５のアノードに接続される。
【００４３】
　同様に、バランサトランスＣＴ３の二次巻線ＣＴ３－２とバランサトランスＣＴ４の二
次巻線ＣＴ４－２の接続中点が、コンデンサ２１及び抵抗２３の直列回路を介して接地さ
れる。また、コンデンサ２１及び抵抗２３の接続中点は、ダイオード２４のアノードに接
続される。
【００４４】
　ダイオード２５のカソードは、抵抗２６及びコンデンサ２７を介して接地され、また、
抵抗２６及びコンデンサ２７の接続中点は、コンパレータ回路２９の－入力端子に供給さ
れる。コンパレータ回路２９の＋入力端子には、基準電圧（Ｖｒｅｆ）２８が印加されて
いる。また、ダイオード２４のカソードは、ダイオード２５のカソードに共通に接続され
ている。
【００４５】
　コンパレータ回路２９の出力は、先の２つの抵抗６、７の接続中点からえられた電圧に
合成され、制御回路３のＩＦ／Ｂ端子に与えられる。図２に示す実施形態２に係るインバ
ータ回路にあっては、正常に動作するときには、ダイオード２４、２５のカソードの接続
中点は所定の電位となっている。しかしながら、いずれかの放電灯が破損、寿命、接続不
良などになると、ダイオード２４、２５のカソードの接続中点は、正常動作時の所定の電
位から大きく外れ、それがコンパレータ回路２９で検出されて、制御回路３のＩＦ／Ｂ端
子にあたえられることになる。
【００４６】
　したがって、いずれかの放電灯が破損、寿命、接続不良などにより、コンパレータ回路
２９の－入力端子に供給される電圧が高くなり、基準電圧（Ｖｒｅｆ）を越えると、コン
パレータ回路２９の出力が接地電位となり、異常動作が検出されることになる。制御回路
３のＩＦ／Ｂ端子が接地電位になると、制御回路３は動作を停止するように構成されてい
る。
【００４７】
　本発明の実施形態２に係るインバータ回路においても、複数の駆動トランスを使用し、
複数の放電灯の点灯制御をしているにもかかわらず、１つのコンパレータ回路で、異常動
作の検出を行うことができる。尚、駆動トランスは３個以上使用するのであれば、本実施
形態２を適用できる。
【００４８】
　図１及び図２に示したインバータ回路は、本発明の実施例にすぎず、本発明の精神を逸
脱しない範囲において、各種の変形が可能である。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】本発明の実施形態１に係る、偶数個の駆動トランスを使用したインバータ回路の
回路図である。
【図２】本発明の実施形態２に係る、奇数個の駆動トランスを使用したインバータ回路の
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回路図である。
【符号の説明】
【００５０】
　１、２　端子
　３　制御回路
　４　スイッチング回路
　５、１１、２４、２５　ダイオード
　ＤＴ１～ＤＴ５　駆動トランス
　ＤＴ１－１～ＤＴ５－１　駆動トランスの一次巻線
　ＤＴ１－２～ＤＴ５－２　駆動トランスの二次巻線
　ＣＴ１～ＣＴ５　バランサトランス
　ＣＴ１－１～ＣＴ５－１　バランサトランスの一次巻線
　ＣＴ１－２～ＣＴ５－２　バランサトランスの二次巻線
　ＦＢＴ　帰還トランス
　ＦＢＴ－１　帰還トランスの一次巻線
　ＦＢＴ－２　帰還トランスの二次巻線
　１４、２９　コンパレータ回路
　１５、２８　基準電圧（Ｖｒｅｆ）

【図１】 【図２】



(9) JP 4584880 B2 2010.11.24

10

フロントページの続き

(74)代理人  100134175
            弁理士　永川　行光
(72)発明者  宮崎　弘行
            東京都中央区日本橋人形町３丁目３番６号　スミダ電機株式会社内
(72)発明者  畠山　剛
            東京都中央区日本橋人形町３丁目３番６号　スミダ電機株式会社内

    審査官  宮崎　光治

(56)参考文献  特開昭６４－０３１３９４（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０５Ｂ４１／２４－４１／２９８


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

